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Deutsche Grammatik im Anfa?ngerkurs
 
Shigekichi KOBAYASHI?
Abstract
 
In diesem Aufsatz handelt es sich um sechs grammatische Punkte der deutschen Sprache fu?r
 
Anfa?ngerkurse,an denen hauptsa?chlich Studentinnen und Studenten der japanischen Universita?t
 
teilnehmen,um die deutsche Sprache zu lernen.Diese Punkte:
1.Deklination des attributiven Adjektivs
 
2.Konjugation im Pra?sens
 
3.Konjugation im Pra?teritum
 
4.Grundformen des Verbums
 
5.Konjugation im Konjunktiv II
 
6.Rahmenbau im Satz
 
Neue Tabelen der schon erwa?hnten grammatischen Punkte ko?nnten fu?r die Grundstufe des
 
grammatischen Sprachkurses im Deutschen nu?tzlich sein.
:Adjektiv,Deklination,Konjugation,Verb,Rahmenbau
は じ め に
この論文では，初学者にとってわかりにくい
と言われるドイツ語基礎文法，いわゆる初級ド
イツ文法の文法項目を，はじめての学習者にも
理解しやすくするための新しい考え方を取り入
れて見直し，未習外国語としてのドイツ語の学
習者に対して，少しでも学習しやすい簡便なド
イツ文法を提示することを目指して文法項目の
新しい考察を試みたものである。
これまで，名詞の格変化，動詞の現在人称変
化，形容詞の格変化，前置詞の格支配，現在完
了と過去，非人称動詞，人称代名詞の配語，man
とes，定冠詞の指示性，冠詞の規定については，
文法項目の見直し作業を行い，その考察結果を
発表し，??実際の授業にも応用してきている
が，今回は，以下に挙げる六つの文法項目につ
いて論述していきたい。
1. 形容詞の格変化
形容詞については，拙論「ドイツ語の文法に
ついて――新しい形容詞の格変化表と動詞の
現在人称変化表――」??でも取り扱ったのであ
るが，前回は，形容詞の格変化全体に関する展
望上の簡略化ということであったが，今回は，形
容詞の格変化の実際の運用時の実用に即した実
践的簡略化を行ったと言える。前回提示した?新
しい形容詞の格変化表>の基本的考え方を踏ま
え，その発展的応用としてできあがったのが，
?表1:形容詞の格変化の新しい類型>である。
まず，dieserなどの定冠詞類やmeinなどの
不定冠詞類など，いわゆる冠詞や冠詞類が先行
する?先行規定型>と形容詞の前に規定する冠
詞や冠詞類のない?非先行規定型>に分類する。
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その規定詞（冠詞・冠詞類）の語尾の種類によっ
て，?タイプ1:-em,-en>は，具体例として，
diesem guten Mann,diesen guten Mannのよ
うに，-em,-enという語尾を持つ規定詞のつぎ
に来る形容詞の格変化語尾は，必ず-en一種に
なるという?一種固定語尾>を示している。das
 
dicke Buch,des alten Wagensのようにdas
-e,des-enも?一種固定語尾>のケースである。
同様に，規定詞語尾-e,-er,-esまたはdieのつ
ぎに来る形容詞の格変化語尾は必ず-eか-en
の2種になり，これを?二種変動語尾>とした。
-φの印は，mein neuer Hutやdein altes Auto
のmeinやdeinを指し，いわゆる混合変化で出
現する男性単数1格，中性単数1・4格の格変化
を示している。?非先行規定型>のケースは，逆
に女性名詞単数は-eか-erという?二種変動語
尾>にしかならないことを表していて，warme
 
Milch,warmer Milchが該当する。非先行規定
型の場合は，先行規定型と考え方を逆にして，名
詞単数の性や複数から形容詞の格変化語尾のタ
イプを探るのである。これまで述べて来たよう
に考えるので，?非先行規定型>?三種変動語尾>
の場合は，男性単数の名詞より，-er（1格），-en,
-em三種の格変化語尾を，中性単数の名詞よ
り，-es（1・4格），-en,-emの語尾を探し，名
詞の複数より，-e（1・4格），-er,-enの語尾を
探り当てることになる。複数形の1例を挙げる
と，gute Ma?nner,guter Ma?nner,guten Ma?n-
nernがそれである。
以上の考え方を?形容詞の格変化の新しい類
型>として表1にまとめたので，この表を活用
することによって，いわゆる先行規定詞（定冠
詞，定冠詞類，不定冠詞，不定冠詞類）つきの
形容詞の格変化と，規定詞の先行しない形容詞
の格変化の全体像を，より簡略化してとらえる
ことができることになった。
2. 動詞の現在人称変化
まず，動詞を不定詞の形，不定詞語尾の形態
によって，-en型と-n型の二種に分類する。??
現在人称変化（厳密には，直説法，能動態，現
在人称変化）に関して言えば，この時点で，不
定詞が-enで終わる-en型動詞は，?すべて複
数形は現在人称変化において規則的に変化す
る。>ということになる。?表2:動詞の規則的現
在人称変化>は，この-en型動詞の現在人称変
化語尾を表示している。具体例を挙げると，表
表1
形 容 詞 の 格 変 化 の 新 し い 類 型
規定の類型 先 行 規 定 型 非 先 行 規 定 型
語尾の種類 1種固定語尾 2種 変 動 語 尾 3種変動語尾
タイプ 冠詞（類）
の語尾
形容詞
の語尾
冠詞 (類)
の語尾
形容詞
の語尾
形容詞
の語尾
名詞の種類 形容詞
の語尾
名詞の種類
タイプ1 -em
-en
-en -e
-er
-es
(die)
-e
-en
-er?1格>
-en
-em
男性名詞
タイプ2  das -e -φ -er?男性>
-es?中性>
-es?1･4格>
-en
-em
中性名詞
タイプ3  des -en -e?1･4格>
-er
女性名詞 -e?1･4格>
-er
-en
名詞の複数
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2の①kommen②reisen③redenは下記の
ような変化をする。
kommen reisen reden
 
ich komme  reise rede
 
du kommst reist redest
 
er kommt  reist redet
 
wir kommen reisen reden
 
ihr kommt  reist redet
 
sie kommen reisen reden
① kommen②reisen③redenなどの動詞
は，単数形でも語幹（幹母音）の変わらない，い
わゆる現在人称変化の規則的な動詞である。
-en型動詞の現在人称変化の不規則的な動詞
については後述するが，-n型動詞の場合は，?表
表2
動 詞 の 規 則 的 現 在 人 称 変 化 語 尾
不定詞
の語幹
の条件
① 語幹が②③の条件以外で
終わる動詞
② 語幹が-s,-ss,-ß,-tz,-z,
-xに終わる動詞
③ 語幹が-d,-tに終わる動詞，
または，語幹が-m,-nに終わ
り，その前がh,l,r以外の子音
になっている動詞
①②③の
3類型
ich -e  ich
 
du -st -t -est  du
 
er -t -et  er
 
wir -en  wir
 
ihr -t -et  ihr
 
sie -en  sie
人称
代名詞
②③以外の条件で
終わる動詞
語幹が-s,-ss,-ß,-tz,-z,
-xに終わる動詞
語幹が-d,-tなどで終わる動詞 人称
代名詞
表3
不 定 詞 が -n型 動 詞 の 現 在 人 称 変 化
人称
代名詞
sein 人称変化
語 尾
tun 語幹と語尾 wandern  handeln 人称
代名詞
ich  bin -e  tue アクセントのない
幹母音の脱落-e  
wand(e)re  handle  ich
 
du  bist -st  tust -st  wanderst  handelst  du
 
er  ist -t  tut -t  wandert  handelt  er
 
wir  sind -n  tun -n  wandern  handeln  wir
 
ihr  seid -t  tut -t  wandert  handelt  ihr
 
sie  sind -n  tun -n  wandern  handeln  sie
特別な
動詞
1語のみ 1語のみ 不定詞語尾の特徴 -ern動詞 -eln動詞 -n型動
詞記述
現在人
称変化
現在人称変化の
不規則な動詞
現在人称変化の
規則的な動詞
1人称単数の語幹
について
1人称単数のみ語幹が
変わることがある。
1人称単数のみ
語幹が変わる。
幹母音
の脱落
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3:不定詞が-n型動詞の現在人称変化>のよう
に，通常の現在人称変化の文法説明では，例え
ば，簡単に?現在人称変化の規則的な動詞の語
幹（幹母音）は変化しない。>と言い切れない。
ドイツ語学習者に対して，学習初期の段階で，ま
ず，-en型動詞と-n型動詞に大別し，-en型動
詞においては，?現在人称変化の規則的な動詞は
すべて語幹が変わらない。>という文法説明をす
ることが重要なのである。-en型動詞と-n型動
詞に分けることによって，逆に-n型動詞の特
徴が浮き彫りになる。-n型動詞においては，現
在人称変化の不規則的な動詞はsein一語のみ
であり，また，不定詞語幹が変わらない，-n型
動詞で規則的な現在人称変化をする典型的動詞
はtun一語のみなのである。このseinとtunを
一語のみの特殊動詞と考えると，-n型動詞の大
部分を占めるwandernやhandelnなどの，い
わゆる-ern動詞や-eln動詞は，一人称単数形
のみ，アクセントのない幹母音の脱落のある
――幹母音が変化していないので，通常分類で
は規則動詞の部類に入れている―― -n型動
詞の特徴が明確になり，一人称単数形のみに注
意が集中することにもなる。文法説明が単純化
されたと言える。
最後に，基礎文法，学校文法において，文法
上の分類が明確になっていない，?表4:現在人
称変化の不規則な動詞の分類表>について論じ
てみたい。通常，現在人称変化の不規則な動詞
の分類を表4①a→a?型 ②e→i(e)型の大
枠二つに分けるのはほとんど問題ない。この論
文では，最初に，動詞を-en型と-n型に分け
たので，-en型動詞の現在人称変化形は?すべ
て複数形は規則的――つまり，語幹（幹母音）
が変わらない――である>ということが明示さ
れている。?表5:話法の助動詞・wissenの現在
人称変化>に表示している話法の助動詞du?rfen,
ko?nnen,mo?gen,mu?ssen,solen,wolen,そし
てwissenの7語もそうである。特にsolenは
唯一語幹（幹母音）が変わらない規則的変化を
している動詞なので，分類上の扱いでは，別分
類になるはずであるが，ここでは，理論上，1人
称・3人称の単数形で語尾のない形（ゼロ語尾の
語幹）をしているので，ゼロ語尾の語幹を単数
形で持つものは，現在人称変化の不規則的な動
表4
現 在 人 称 変 化 の 不 規 則 な 動 詞 の 分 類 表
三分類
①②③
① a→a?型 ② e→i(e)型 ③ その他①②以外の型 大分類
下位
区分
a?→a?¯型╱a→a?型 e→i型 e?→ie?型 特殊な
もの
au→a?u
型
2形ある
もの
中分類
語幹の
末尾
:
以外 -s,-ss,-ß -t
:
以外
:
-s,-ss,-z -t
:
以外
1語のみ
のもの
laufen saufen 
backen melken
小分類
du  fa?hrst fa?lst  
bla?st la?sst  
ra?tst ha?ltst 
sprichst hilfst  
isst schmilzt 
giltst schiltst  
siehst empfiehlst 
hast nimmst trittst gibst liest lischst la?dst sto?ßt wirst
 
la?ufst sa?ufst 
ba?ckst
(backst)
milkst
(melkst)
du
 
er  fa?hrt fa?lt  
bla?st la?sst  
ra?t ha?lt 
spricht hilft  
isst schmilzt  
gilt schilt  
sieht empfiehlt 
hat nimmt tritt gibt liest lischt la?dt sto?ßt wird
 
la?uft sa?uft 
ba?ckt
(backt)
milkt
(melkt)
er
主語 a→a?型 e→i(e)型 その他の型 du,er
?その他の型>グル-プの枠外表示動詞:geba?ren,geschehen  du gebierst(geba?rst)
sie gebiert(geba?rt) /es geschieht
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詞に入れておくということで分類上の整合性を
確保することにする。
さて，単数の二人称・三人称のみで幹母音や
（幹母音を含む）語幹の変わる動詞の分類につい
ては，通常の文法書の分類と同様に，①a→a?
型 ②e→i(e)型 ③その他①②以外の型の
三つに分ける。①a→a?型をさらに三つに分
け，a(長音)→a?(長音)型，a（短音）→a?（短音）
型であることは共通しているが，
fa?hren型:falen
 
du fa?hrst fa?lst
 
er fa?hrt fa?lt
 
du ―st
 
er ―t
の語尾をとるもの，
lassen型:bla?sen
 
du bla?st la?sst
 
er bla?st la?sst
 
du ―t
 
er ―t
の語尾をとるもの，
halten型:ra?ten
 
du ra?tst ha?ltst
 
er ra?t  ha?lt
 
du ―st
 
er ― （語尾なし）
の語尾をとるものとする。
②e→i(e)型は，さらに，e（短音）→i（短音）
型とe(長音)→ie(長音)型に下位区分し，e→
i型は発音上の短音を表し，e→ie型は発音上
の長音を表わすことが共通である。
sprechen型は
du sprichst
 
er spricht
 
du ―st
 
er ―t
の人称変化語尾をとるもの，
essen型は
du isst
 
er isst
 
du ―t
 
er ―t
の語尾をとるもの，
gelten型は
du giltst
 
er gilt
表5
話 法 の 助 動 詞 ・ wissenの 現 在 人 称 変 化
主語の
人称代
名詞
タイプ1
語幹（幹母音）が変化
不定詞 du?rfen ko?nnen mo?gen wolen
タイプ2
語幹（幹母音）が変化
不定詞 mu?ssen wissen
タイプ3
語幹無変化
不定詞 solen
主語の
人称代
名詞
ich ― darf kann mag  wil ― muss weiß ― sol  ich
 
du ―st darst kannst magst wilst ―t musst weißt ―st solst  du
 
er ― darf kann mag  wil ― muss weiß ― sol  er
分類 タイプ1 タイプ2 タイプ3 タイプ
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du ―st
 
er ― （語尾なし）
の三つに分類される。
e→i(e)型に関しては，②e→ie型の-sで終
わる動詞がlesen一語のみであるため，大分類
の③に入れてある。また，-tで終わる動詞は
ないので，
sehen型
du siehst
 
er sieht
 
du ―st
 
er ―t
の1タイプのみとなる。
以上が①a→a?型と②e→i(e)型であり，こ
の①②以外のその他の現在人称変化の不規則
な動詞はすべて③に分類上入ることになる。
③その他に表示した9つの動詞は，1語のみの
特殊な変化をするものである。
habenは語幹ha?bがhaに変化
nehmenはnehmがnimm（幹母音が長音か
ら短音）に変化
tretenはtretがtritt（幹母音が長音から短
音）に変化
gebenはge?bがgi?b（e→i型なのに幹母音が
長音から長音）に変化
lesenはlesがliesに変化。e→ie型で語幹が
-sで終わっているのは1語のみ
ladenはdu la?dst/er la?dtと変化。（下線部が
特殊な変化）a→a?型で語幹が-dで終わって
いるのは1語のみ
werdenはdu wirst/er wirdと変化。語幹が
werd→wir（長音から短音）と変化している
と考えても三人称単数形が-dで終わってい
るのは特殊な変化
lo?schenはlo?schがlisch（o?→iは特殊）に変
化
stoßenはstoßがsto?ß（o→o?は特殊）に変化
である。
また，勿論，au→a?u型の2語laufenと
saufenも③に入る。backenとmelkenは，現
在人称変化が不規則な場合と規則的な場合の二
様あるということで③とした。その他の③の
動詞としては，枠外表示動詞のgeba?ren,ge-
schehenが あ る。geba?renは du gebierst
(geba?rst)/sie gebiert(geba?rt）と変化し，back-
en,melkenのように2形あるほかに，三人称単
数形の主語はerではなく sieであることが特
殊であり，geschehenはesのみ主語となる特殊
動詞であり，??その他の型>グループに属する
ものとした。??
以上論じてきたことを総合したものが，動詞
の現在人称変化形全体を簡略化した表であり，
それは表2，表3，表4，表5として提示されて
いる。
3. 動詞の過去人称変化
過去人称変化は現在人称変化と比べると単純
で，三基本形の規則的な動詞（いわゆる弱変化
動詞）も，三基本形の不規則的な動詞（強変化
動詞・混合変化動詞）も，基本的に，過去基本
形の語尾が-eで終わるものか，-eで終わらな
いものかに大別される。-eで終わるものは，と
にかく，?表6:過去人称変化表>の①のように
変化する。以下に例示する。
ich lernte  hatte
 
du lerntest hattest
 
er lernte  hatte
 
wir lernten  hatten
 
ihr lerntet  hattet
 
sie lernten  hatten
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また，過去基本形の語尾が-d,-tで終わる④
の動詞には，findenやgeltenなどがあり，-s,
-ß,-sch,-zで終わる③の動詞の例としては，
essenやlesenがある。①③④以外の過去基本
形の語尾で終わる②の動詞の例としては，sein
やgehenがある。このように過去基本形の語尾
の分類によって過去人称変化形表示の簡略化が
なされている。
4. 動詞の三基本形
ここで取りあげるのは，-en型動詞の三基本
形であり，-n型動詞の三基本形は，seinとtun
をのぞくと，??-ern動詞と-eln動詞であり，基
本的に，
wandern
―n
 
wanderte
―te
 
gewandert
 
ge―t
 
handeln
―n
 
handelte
―te
 
gehandelt
 
ge―t
という形を取る。-n型動詞の三基本形は?表
7:不定詞が-enで終わる-en型動詞の三基本
形の表>には表示していない。弱変化動詞（規
則変化動詞）は，
―en ―te  ge―t
であり，不定詞の語幹が変化していないので，
Aen  Ate  geAt
のように表示した。例として，lernen,redenが
表示してある。
lern en  lern te  ge lern t
 
red en  red ete  ge red et
混合変化動詞は，弱変化（規則的変化）の形も
あるsenden,wendenを例外としておき，
Aen  Bte  geBt
 
bring en  brach te  ge brach t
とした。
話法の助動詞は，弱変化（規則的変化）形を
もつ，solen,wolenを例外とし，
Aen  Bte  geBt  Aen
 
ko?nn en konn te ge konn t ko?nn en
として，gekonntとko?nnenの二形を過去分詞
とした。
強変化動詞は一般的分類法の三タイプ
A-B-A
 
fahr en  fuhr  ge fahr en
表6
過 去 人 称 変 化 表
過去基本
形の語尾
① -e ② ①③④以外の語尾
で終わるもの
③ -s,-ß,-sch,-z ④ -d,-t 過去基本
形の語尾
ich ― ich
 
du -st -est -(e)st  du
 
er ― er
 
wir -n -en  wir
 
ihr -t -et  ihr
 
sie -n -en  sie
人称代名
詞主語
-e ①③④以外の語尾 -s,-ß,-sch,-z -d,-t 人称代名
詞主語
ドイツ文法について（小林)
―119―
A-B-B
 
flieg en  flog  ge flog en
 
A-B-C
 
geh en  ging  ge gang en
とした。
以上のようにして，?表7:不定詞が-enで終
わる-en型動詞の三基本形の表>で-en型動詞
の三基本形の概要を提示することができた。
5. 動詞の接続法第II式人称変化
接続法第I式の現在人称変化は，-en型動詞
では，すべて不定詞の語幹に-e,-est,-e,-en,
-et,-enの語尾をつけ，
ich ―e  habe
 
du ―est habest
 
er ―e  habe
 
wir ―en  haben
 
ihr ―et  habet
 
sie ―en  haben
のように変化し，例外はない。??
接続法第II式現在人称変化においては，?表
8:接続法第II式現在人称変化表>のように，ま
ず二つの分類基準，過去基本形の語尾がeであ
るか，eでないか，あるいは，ウムラウトする
か，しないかである。??過去基本形の語尾がe
であり，ウムラウトしないタイプは，いわゆる
弱変化（規則変化）動詞で，例示したlernenの
変化のように，直説法，能動態の過去人称変化
形と同一になる。??語尾がeでウムラウトする
のは，habenに代表される動詞であり，語尾がe
以外でウムラウトしないのはfangenに代表さ
れる動詞である。また，語尾がeでなく，ウム
ラウトする動詞の例としてはseinがある。???
以上4つのタイプに接続法第II式現在人称変
化形は分類される。
-en型動詞においては，接続法第I式が例外
がなく単純な現在人称変化をするのに対して，
接続法第II式現在人称変化は，やや複雑な様相
を呈しているが，この表によってより簡略化さ
れた。
表7
不定詞が-enで終わる-en型動詞の三基本形の表
三基本形の
一般的形式
―en
不定詞形
―te
過去形
―
過去形
ge―t
過去分詞形
ge―en
過去分詞形
―en
過去分詞形
動詞の例示
弱変化
（規則）動詞
Aen  Ate Aete  
geAt geAet  
lernen reden
混合変化動詞
話法の助動詞
Aen  Bte  geBt （Aen） bringen ko?nnen
強変化動詞
A-B-A  
Aen  B  geAen  fahren lesen
強変化動詞
A-B-B  
Aen  B  geBen  fliegen schreiben
強変化動詞
A-B-C  
Aen  B  geCen  gehen nehmen
動詞の種類 ―en
不定詞形
―te
過去形
―
過去形
ge―t
過去分詞形
ge―en
過去分詞形
―en
過去分詞形
枠外表示動詞
4例
混合変化動詞
の例外
話法の助動詞
の例外
A-B-B(A-A-A):senden―sandte(sendete)―gesandt(gesendet)
A-B-B(A-A-A):wenden―wandte(wendete)―gewandt(gewendet)
A-A-A/A:solen―solte―gesolt/solen A-A-A/A:wolen―wolte―gewolt/wolen
 
senden wenden solen wolen
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6. ドイツ語文章の枠構造について
ドイツ語文における枠構造は，???一般的に，
〔1〕主文の枠構造と〔2〕副文の枠構造に分類さ
れている。???さらに，〔1〕主文の枠構造は以下に
述べる（1)～(5）に場合分けされる。〔2〕の 副
文の枠構造は（1)～(3）に分類される。
主文の枠構造と副文の枠構造は，Dudenをは
じめとする文法書に記述されている一般的文法
形態と言えるが，???ここで，〔3〕〔4〕〔5〕〔7〕の，
や
・
や
・
特殊な分類法を提示してみたい。
〔1〕 主文（独立文）の枠構造
(1) 分離動詞:
Wann stehen Sie morgen auf?
(2) 話法の助動詞:
Ich kann Tennis spielen.
(3) 未来形:
Ich werde morgen nach Tokio fahren.
(4) 現在完了:???
Hast du den Film gesehen?
(5) 受動態:???
Der Schu?ler wird von dem Lehrer gelobt.
〔2〕 副文（従属文）の枠構造
(1) 従属の接続詞:
…,dass er krank ist.
…,weil es stark regnet.
(2) 疑問詞（疑問代名詞・疑問副詞):
Ich weißnicht,wo er jetzt wohnt.
(3) 関係詞（関係代名詞・関係副詞）:
…das Buch,das ich gestern gekauft habe.
〔3〕 み
・
な
・
し
・
枠構造は，通常は枠構造とみなさ
れないが，枠構造と考えると，熟語表現が理解
しやすくなる。動詞との結び付きの強いみ
・
な
・
し
・
枠構造を設定してみた。
Ich mache heute einen Spaziergang.
Ich fahre heute Auto.
Ich gehe heute Abend ins Kino.
〔4〕 ゼ
・
ロ
・
枠構造は，本来は決して枠構造とみ
なせない，枠構造が成り立っていない文を言う。
枠構造が存在していないという意味でゼ
・
ロ
・
枠構
造と呼ぶことにする。
ich bin Student.
Wie geht es Ihnen?
Ich komme aus Japan.
表8
接 続 法 第 II式 現 在 人 称 変 化 表
過去基本形の語尾
ウムラウトの有無
語尾eである。
ウムラウトしない。
語尾eである。
ウムラウトする。
語尾eではない。
ウムラウトしない。
語尾eではない。
ウムラウトする。
人称代名詞主語
ich ― lernte ―? ha?tte ―e  finge ―? wa?re  ich
 
du ―st  lerntest ―̈st  ha?ttest ―est  fingest ―̈est wa?rest  du
 
er ― lernte ―? ha?tte ―e  finge ―̈e  wa?re  er
 
wir ―n  lernten ―̈n  ha?tten ―en  fingen ―̈en  wa?ren  wir
 
ihr ―t  lerntet ―̈t  ha?ttet ―et  finget ―̈et  wa?ret  ihr
 
sie ―n  lernten ―̈n  ha?tten ―en  fingen ―̈en  wa?ren  sie
人称代名詞主語 語尾eである。
ウムラウトしない。
語尾eである。
ウムラウトする。
語尾eではない。
ウムラウトしない。
語尾eではない。
ウムラウトする。
過去基本形の語尾
ウムラウトの有無
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〔5〕 二
・
重
・
枠構造は，複文中に出現することが
ある二重の枠構造のことを言う。下記の例文の
通りである。???
Wer nicht arbeitet, sol auch nicht
 
essen.
Heute Abend,wenn er zuru?ckkommt,
werde ich ihn anrufen.
〔6〕 枠構造の例外:通常の文法書にもある
例外表示で，zu不定詞，比較級alsを伴う場合
などがある。例文は以下の通りである。
Es fing bald an zu regnen.
Ich bin heute fru?her nach Hause
 
gekommen als gestern.
〔7〕 そ
・
の
・
他
・
の
・
枠構造は，複文内においていず
れも主文がゼ
・
ロ
・
枠構造になっている場合で，
(1) 従属の接続詞のない複文のケース:通
常の分類では，主文の枠構造と 副文の枠構造の
ケースしかないので，Ha?tte ich sie damals
 
gehairatetをどのように考えればいいのか。
Ha?tte ich sie damals gehairatet は，やは
り，仮の枠構造とと考えたい。〔3〕のみ
・
な
・
し
・
枠
構造の一種と考えるのである。したがって枠構
造は成立する。
Ha?tte ich sie damals gehairatet,wa?re ich
 
jetzt glu?cklich.(← Wenn ich sie damals
 
gehairatet ha?tte,wa?re ich jetzt glu?ck-
lich.)
(2) als obによる枠構造:als obのobの省
略のよって枠構造が成立しなくなる。als obの
obを省略した場合のals wa?reの文法的意味を
考えてしまう。als wa?re sie eine Deutscheの
ケースでは，形の上で枠構造が成立していない
ので，〔4〕のゼ
・
ロ
・
枠構造と考えたい。あくまで
枠構造という形式（形態）にこだわってみたい。
したがって，als wa?reでは枠構造は成立しな
い。
Sie spricht so gut Deutsch,als ob sie eine
 
Deutsche wa?re.(→Sie spricht so gut
 
Deutsch,als wa?re sie eine Deutsche.)
(3) 副文の枠構造を構成する動詞群内の動
詞の配置によって，枠構造を構成する要素をど
のように考えるかを問題にする場合:副文の枠
構造を構成する動詞群全体を枠構造の一方の枠
と考えるか，動詞群のうちの一語をそれと考え
るか，定動詞が最後に位置していないために生
じてくる問題である。取り敢えずは，どちらの
考えをとってもよいと思う。三語からなる動詞
群を一まとまりと考えてもいいし，hatを枠構
造の一方のことばとしてもよいということであ
る。また，ko?nnen一語を枠構造を構成する一方
としてもよい。いずれにしろ，枠構造自体が存
するのには変わりがないからである。
しかし，どちらかに決定しろということであ
れば，dass er die Pru?fung hat bestehen
 
ko?nnenに関しては，hat bestehen ko?nnen
の動詞群で枠構造を形作っているという考えの
方をとりたい。その方が学習者には理解しやす
いと思うからである。
ドイツ語学習は，ある意味，?枠構造で始まっ
て枠構造で終わる>とも言えるので，可能な限
りの文に枠構造という考え方を適用してみた。
ドイツ語学習が初級基礎段階から中級応用段階
に向かっていく際の，枠構造という考え方が文
法的に重要な橋渡しの役割を果たす一助となれ
ば幸いである。
Wir freuen uns sehr,dass er die Pru?fung
 
hat bestehen ko?nnen.
ま と め
以上論述してきたことを総括すると以下のよ
うになる。
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1. 形容詞の格変化
(1) 先行規定型と非先行規定型
(2) 1種固定語尾と2・3種変動語尾
表1:形容詞の格変化の新しい類型
2. 動詞の現在人称変化
(1) -en型動詞と-n型動詞
(2) 現在人称変化の規則的な動詞
(3) 現在人称変化の不規則な動詞
表2:動詞の規則的現在人称変化
表3:不定詞が-n型動詞の現在人称変化
表4:現在人称変化の不規則な動詞の分類
表
表5:話法の助動詞・wissenの現在人称変
化
3. 動詞の過去人称変化
(1) 過去基本形語尾-e型動詞
(2) 過去基本形語尾非-e型動詞
表6:過去人称変化表
4. 動詞の三基本形
(1) -n型動詞の三基本形
(2) -en型動詞の三基本形
表7:不定詞が-enで終わる-en型動詞の
三基本形の表
5. 動詞の接続法第II式人称変化
(1) 過去基本形の語尾
(2) ウムラウトの有無
表8:接続法第II式現在人称変化表
6. 枠構造について
(1) 主文の枠構造と副文の枠構造
(2) み
・
な
・
し
・
枠構造とゼ
・
ロ
・
枠構造
(3) 二
・
重
・
枠構造と枠構造の例外・その他
以上，文法項目再提示の可能性を追求して得
られた検討結果である表を効果的に活用するこ
とによって，初級基礎文法の授業をより改善し
ていく方向性を探り当てることができたと思っ
ている。今後もこのような文法項目簡略化を含
む検討，考察を間断なくつづけていくことが有
用かつ必要なことと考えている。
注
1) 拙論参照。
2) 小林（2002）S.252ff.
3) ここでは，初級基礎段階から中級応用段階まで
の動詞の語彙を想定している。
4) 複数のsie geschehenも存在するが，ここでは
単数形のみを対象にしている。
5) bersten(du birst,er birst）のように特殊な変
化をするものは，3)の理由で記載していな
い。
6) -n型動詞の三基本形が不規則なものは，sein
とtunの二語のみである。
sein war gewesen:sei n
 
An
 
war
 
B
 
ge wes en
 
geCen
 
tun tat getan:tu n
 
An
 
tat
 
B
 
ge ta n
 
geCn
となる。
7) -n型動詞は下記のようになり，少し複雑であ
る。seinもtunも一語のみの特殊変化である。
sein  tun wandern handeln
 
ich sei  tue wandre  handle
 
du sei(e)st tust wanderst handelst
 
er sei  tue wandre  handle
 
wir seien  tun wandern handeln
 
ihr seiet  tut wandert handelt
 
sie seien  tun wandern handeln
 
8) kennen,nennenなどの過去基本形はkannte,
nannteであるが，接続法第II式現在の基本形
はkennte,nennteであり，接続法第II式現在
人称変化表の例外となる。
9) senden,wendenの過去基本形はsandte,wan-
dteであるが，接続法第II式現在の基本形は
sendete,wendeteであり，接続法第II式現在
人称変化表の例外となる。
10) helfen,sterbenなどの過去基本形はhalf,
starbであるが，接続法第II式現在の基本形は
hu?lfe,stu?rbeであり，接続法第II式現在人称
変化表の例外となる。
11) 冠飾句など句における枠構造は，ここでは考察
の対象としていない。
12) Duden(1984)S.717ff.
13) Duden (1984) では，Rahmenbauでなく，
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Satzklammerを用いている。
14) 現在完了のほかに，過去完了，未来完了も考察
の対象になる。
15) 受動態の現在のほかに，受動態の過去，未来，現
在完了，過去完了，そして未来完了における枠
構造も考慮しなければならない。
16) 二重枠構造は，より複雑な文においては，三重
枠構造，四重枠構造といった多重枠構造になる
可能性を持っている。
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